
























































































































































































































































































































































































































































味合いが強く， ‘technol og i e'の訳踏としては必ずしも適当ではないのだが，
‘technique'と区別しなければならない便宜上，本論文でもこの訳を踏襲する。
フーコーは概ね・technique'を身体に直接に働きかけるものとして，
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